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　私のお田植え
中央市立豊富小学校五年　
　田中　里空　
今年、私は初めて田植えを初めから最後まで手伝いました。朝いつもより早く起きて両親と祖父と一緒に、家族みんなで田んぼに出て作業をしました。田植え機を使って苗を植えましたが、機械では届かない田んぼの端っこの部分は、私たちの手で一本一本丁寧に植えました。
植えるときの冷たい土の感触は保育園の時の泥遊びみたいで楽しくて、均等な間隔で稲を植えられた時はとても嬉しかったです。私は苗を植えるだけではなく、田植え機が通った後の土を「トンボ」でならしたり、田植え機の稲にバケツで水をかけるなど、いろいろな作業を手伝いました。
学校でも「バケツ稲」を育てていて、バケツでの田植えは思っていたよりは簡単でした。しかし、実際の大きな田んぼでの作業は想像以上に大変でした。泥に足がはまり、思うように動けなかったり、曇り空でも半日作業をすると汗が止まらないほど暑かったりと、毎年田植え作業をしている家族の大変さを感じました。それでも、植え終わった後に田んぼが緑でいっぱいになった光景を見たとき、大きな達成感を感じました。何もなかった茶色の土が、稲の緑に染まっていく様子はとても綺麗で、「来年も田植えをまたやりたい。」と思いました。
今の楽しみは、秋の稲刈りです。稲を刈るのは初めてで、コンバインでの収穫を間近で見るのがとても楽しみです。自分で植えた稲が実り、それを収穫する瞬間を想像すると、ワクワクします。収穫したお米は、私の好きな塩むすびやオムライスにして食べたいです。自分の手で植えたお米を食べるというのは、よりおいしく感じると思います。
最近では、地球温暖化の影響で毎日気温が高く、新潟県などのお米の産地でも水不足により稲が枯れてしまったというニュースも聞きました。お米が不作で、お米の値段が高くなっているからこそ、自分が食べるお米を大切に育てたいと思います。また、自然と向きあって、稲を育てることの難しさや大変さを田植えで知ることができました。
毎年収穫後は、祖母と一緒に近所の精米所へ行きます。初めて精米所に行ったとき、「ガガッガガガッ」と鳴る大きな音に驚きました。そして、もみが取れて真っ白なお米が「ドバッ」と出てくる様子は、まるで白い滝のようで、感動的でした！黄金色だったお米がこんなにも真っ白に見た目が変わるなんて、びっくりしてすごいなあと思いました。過酷な環境問題も、稲の収穫の喜びも、家族との楽しい田植えの作業も、すべてが貴重な体験です。これからも、生きるチカラの源となる稲を育てることの大切さを忘れずに、一粒一粒のお米に感謝して美味しくいただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

